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第
49
回
の
日
課
ー

朝
は
ま
ず
、
天
気
の
確
認
か
ら

　

2
0
1
3
年
の
第
45
回
か
ら
開
催
時
期

を
１
月
か
ら
10
月
に
変
更
し
た
時
、
も
う

こ
れ
で
天
候
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
心
配

す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
と
、
安
堵
し
た

記
憶
が
あ
る
。
し
か
し
今
回
は
、
台
風
に

加
え
、
毎
日
の
よ
う
に
雨
が
降
り
、
空
模

様
の
心
配
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　

朝
は
７
時
15
分
に
駐
車
場
に
集
合
し
、

運
動
不
足
と
健
康
維
持
の
た
め
、
ラ
ジ
オ

体
操
と
周
辺
の
散
歩
を
行
う
。
10
月
開
催

に
な
っ
て
か
ら
は
、
雨
に
降
ら
れ
る
こ
と

は
め
っ
た
に
な
か
っ
た
が
、
今
回
は
、
様

子
が
違
っ
た
。
ま
ず
、
朝
起
き
て
初
め
に

す
る
こ
と
は
、
天
気
の
確
認
か
ら
だ
っ
た
。

カ
ー
テ
ン
の
隙
間
か
ら
外
を
覗
く
と
、
雨
、

今
日
も
雨
・
・
・
。
体
操
・
散
歩
の
予
定

全
９
回
中
、
外
で
体
操
が
で
き
た
の
が
５

回
、
散
歩
ま
で
で
き
た
の
が
４
回
（
１
回

は
途
中
で
雨
が
降
っ
て
き
た
た
め
散
歩
は

 

第
49
回 

労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
開
催
報
告

上
口 

智
子

金
属
労
協
組
織
総
務
局
部
長

後
、
主
催
者
を
代
表
し
て
金
属
労
協
の
髙

倉
明
議
長
が
挨
拶
に
立
ち
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
中
心
に
生
涯
に
わ
た
る
仲
間
づ
く
り
、

産
別
を
超
え
た
人
脈
づ
く
り
を
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。
運
営
委
員
の
先
生
方
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
50
年
に
わ

た
る
歴
史
を
歩
む
こ
と
が
で
き
た
。
今
の

現
実
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
た
上
で
、
労

働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
厚
生
労
働
省
の
本
多
則

恵
総
合
・
政
策
評
価
審
議
官
、
金
属
労
協

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
山
本
一
志
代
表
、
労
働
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
石
田
光
男
副
校
長

（
同
志
社
大
学
教
授
）
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ

き
、
最
後
に
受
講
生
を
代
表
し
て
、
本
田

技
研
労
働
組
合
中
央
執
行
委
員
の
池
田
智

香
子
さ
ん
が
「
新
し
い
労
働
運
動
の
担
い

手
と
な
る
べ
く
最
後
ま
で
真
摯
な
学
ぶ
姿

勢
を
持
ち
、
お
互
い
励
ま
し
あ
い
な
が
ら

研
鑽
に
励
み
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
表
明

を
行
っ
た
。

座
学
だ
け
で
は
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
座
学
中
心
で
あ
る
が
、
一

般
的
な
講
義
だ
け
で
は
な
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
コ
ー
ス
の
魅
力
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
三
つ
に
絞
っ
て
紹
介

す
る
。

TOPICS

開校式で決意表明を読み上げる受講生代表

2

中
止
）だ
け
だ
っ
た
。
ま
た
、
比
叡
山
登
山
、

鞍
馬
山
散
策
な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

雨
の
影
響
を
受
け
、
直
前
ま
で
実
施
が
危

ぶ
ま
れ
た
。
３
週
目
の
月
曜
日
の
夜
、
残

り
１
週
間
を
元
気
に
乗
り
切
る
英
気
を
養

う
た
め
予
定
し
て
い
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
、

前
日
に
直
撃
し
た
台
風
の
余
波
で
風
が
強

く
、
あ
え
な
く
水
曜
日
に
延
期
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
雨
の
多
い
第
49
回
だ
っ
た
が
、

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
終
わ
っ
て
み
る
と
、
と

て
も
印
象
深
い
第
49
回
に
な
っ
て
い
た
。

10
月
12
日
（
木
）ー
開
校
式

　

静
寂
の
中
、
篠
笛
（
森
田
玲
・
玲
月
流

初
代
）
の
奏
楽
で
開
校
式
が
始
ま
っ
た
。

冒
頭
、
香
川
孝
三
校
長
（
神
戸
大
学
名
誉

教
授
）
が
「
来
年
で
50
回
の
節
目
を
迎
え

る
伝
統
あ
る
コ
ー
ス
で
、
２
週
間
半
に
わ

た
る
合
宿
研
修
を
通
じ
て
、
将
来
の
日
本

の
労
働
運
動
を
支
え
る
力
を
養
っ
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
た
。
次
い
で
、名
誉
校
長
で

あ
る
松
岡
敬
同
志
社
大
学
学
長
の
挨
拶
の

2
0
1
7
年
10
月
12
日
か
ら
28
日
ま
で
、
京
都
・
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
お
い
て
、
第
49
回
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
を
開
催
し
た
。

北
は
栃
木
県
か
ら
南
は
広
島
県
ま
で
総
勢
35
名（
内
、
女
性
3
名
） の
受
講
生
が
研
鑽
に
励
ん
だ
。
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TOPICS

労
働
組
合
と
し
て
と
る
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
討
議
し
た
。

◎
上
田
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
企
業
』
～
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

時
代
、
企
業
社
会
の
変
貌
と
労
働
組
合
機
能

　

働
き
方
改
革
に
向
け
た
労
働
組
合
の
関

わ
り
方
を
サ
ブ
テ
ー
マ
に
、
労
働
時
間
を

め
ぐ
る
社
会
の
状
況
・
職
場
の
実
態
、
先

進
的
な
取
り
組
み
事
例
を
探
る
と
と
も
に
、

自
分
た
ち
の
考
え
る
問
題
意
識
、
労
使
協

議
の
あ
り
方
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

②
特
別
講
演

　

経
営
者
の
方
を
お
招
き
し
て
実
施
し
て

い
る
特
別
講
演
「
経
営
と
人
間
」
は
、
経

営
者
ご
自
身
の
経
験
談
、
経
営
哲
学
や
人

生
観
、
次
世
代
へ
の
提
言
な
ど
ざ
っ
く
ば

ら
ん
に
語
っ
て
い
た
だ
く
場
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
1
9
6
9
年
の
第
１
回
か
ら

続
い
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
第
１
回
の
講

①
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
「
時
代
の
求
め
る
労
働

組
合
の
役
割
」
を
総
合
テ
ー
マ
に
、
労
働

組
合
・
職
場
の
課
題
を
指
導
教
授
や
受
講

生
同
士
で
解
決
案
を
探
求
す
る
。
５
つ
の

テ
ー
マ
に
分
か
れ
４
回
に
わ
た
り
討
議
を

重
ね
、
最
後
に
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
毎
に
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
発
表
を
行
い
、
成
果

を
共
有
し
あ
っ
た
。
各
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の
テ

ー
マ
と
概
要
は
次
の
と
お
り
。

◎
香
川
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
国
際
』
～
21
世
紀
国
際
社

会
に
お
け
る
労
働
組
合
の
役
割

　

国
際
社
会
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

を
テ
ー
マ
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
が
必
要
に

な
っ
て
き
た
背
景
を
探
る
と
と
も
に
、
海

外
赴
任
者
、
外
国
人
労
働
者
、
女
性
の
雇

用
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
、
労
働
組
合
と
し

て
の
課
題
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

◎
石
田
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
職
場
』
～
職
場
か
ら
の
新
た

な
雇
用
関
係
の
構
築

　

同
一
労
働
同
一
賃
金
が
叫
ば
れ
る
中
、
日

本
の
雇
用
関
係
・
制
度
の
実
態
、
事
例
を

も
と
に
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
、
組

合
役
員
と
し
て
ど
の
よ
う
に
会
社
へ
提
起

す
べ
き
か
等
、
討
議
し
た
。

◎
中
田
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
社
会
』
～
仕
事
と
処
遇　

納
得
性
の
あ
る
給
与
の
決
め
方
と
水
準

　

賃
金
制
度
の
特
徴
と
課
題
、
賃
金
制
度

の
比
較
を
し
な
が
ら
、
課
題
へ
の
対
策
案

に
つ
い
て
討
議
し
た
。

◎
冨
田
ゼ
ミ

『
労
働
組
合
と
働
き
方
』
～
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
多
様
な
働
き
方

　

労
働
組
合
が
考
え
る
働
き
方
改
革
を
テ

ー
マ
に
、
働
き
方
改
革
に
関
す
る
実
態
・

課
題
・
解
決
策
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

師
は
松
下
幸
之
助
氏
（
当
時
の
松
下
電
器

産
業
株
式
会
社
社
長
）
だ
っ
た
。
今
回
の

講
師
で
あ
る
株
式
会
社
堀
場
製
作
所
代
表

取
締
役
会
長
兼
社
長
の
堀
場
厚
氏
は
講
義

の
中
で
、
堀
場
製
作
所
の
事
業
内
容
、
社

是
で
あ
る
「
お
も
し
ろ
お
か
し
く
」
を
実

現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
活
動
、
社
内
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
、
徹
底
し
た

「
人
財
育
成
」
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

③
特
別
討
論
会
～
三
役
と
語
ろ
う
～

　

前
回
の
第
48
回
か
ら
、
受
講
生
同
士
で

討
論
し
あ
う
「
討
論
会
」
と
は
別
に
、
金

属
労
協
議
長
・
副
議
長
と
語
り
合
う
「
特

別
討
論
会
～
三
役
と
語
ろ
う
」
を
取
り
入

れ
た
。
語
り
合
う
テ
ー
マ
は
受
講
生
の
中

か
ら
選
出
し
た
討
論
会
実
行
委
員
会
で
検

討
し
、「
政
治
活
動
へ
の
取
り
組
み
」「
女

性
活
躍
の
取
り
組
み
」「
職
場
委
員
・
支
部

委
員
の
役
割
と
は
」「
組
合
費
」「
ワ
ー
ク
・

貿易ゲームで初めての共同作業

講義風景（特別講演「経営と人間」堀場会長）

金属労協三役と楽しく語り合った「特別討論会」

第48回修了生の寄贈品ＢＢＱセットで
ＢＢＱを堪能
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「
は
じ
め
ま
し
て
」
の
状
態
で
開
校
式
を
迎

え
る
。
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は

今
ど
き
珍
し
く
、
１
室
２
名
が
原
則
の
全

期
間
合
宿
制
を
と
っ
て
い
る
。
初
め
て
会

っ
た
人
と
２
週
間
半
、
寝
食
を
共
に
す
る

中
で
、一
番
大
切
な
こ
と
は
「
仲
間
づ
く
り
」

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
自
己
紹
介
を
す
る

前
に
行
う
グ
ル
ー
プ
形
成
を
目
的
と
し
た

ゲ
ー
ム
や
、
無
言
の
中
で
行
う
フ
ィ
ン
ガ

ー
・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
コ
ー
ス
の
前

半
に
心
を
通
わ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り

入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
期
間
中
に
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
と
交
流
が
持
て
る
よ
う
に
、

受
講
生
が
自
分
た
ち
で
話
し
た
い
テ
ー
マ

を
決
め
て
行
う
討
論
会
や
交
流
会
な
ど
も

行
っ
て
い
る
。
開
校
式
当
日
は
ぎ
こ
ち
な

か
っ
た
会
話
も
２
週
間
半
の
共
同
生
活
の

中
で
打
ち
解
け
、
閉
校
式
を
迎
え
る
こ
ろ

に
は
「
バ
カ
話
や
ま
じ
め
な
悩
み
な
ど
共

通
し
た
会
話
を
味
わ
え
た
」
と
の
感
想
も

聞
こ
え
て
い
た
。

　

運
営
側
か
ら
は
仲
間
づ
く
り
の
た
め
の

場
の
提
供
は
で
き
る
が
、
そ
れ
を
ど
う
活

か
す
か
は
、
受
講
生
次
第
で
あ
る
。
朝
の

体
操
の
前
に
行
う
点
呼
で
は
、
体
操
当
番

が
胸
の
前
で
ハ
ー
ト
を
作
り
な
が
ら
の
点

呼
を
促
し
、
最
後
に
「
35
ハ
ー
ト
い
た
だ

き
ま
し
た
！
」
と
叫
び
、
笑
顔
を
さ
そ
う

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
に
よ
り
一
体

感
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
実
現
の
た
め
の
労
働
時

間
短
縮
の
取
り
組
み
」
の
５
つ
に
絞
ら
れ

た
。
始
め
て
会
う
産
別
の
ト
ッ
プ
に
若
干

緊
張
し
な
が
ら
も
、
約
２
時
間
、
し
っ
か

り
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
た
。
今
回
は
、

10
月
22
日
に
急
き
ょ
衆
議
院
議
員
選
挙
が

施
行
さ
れ
た
た
め
、
日
程
の
変
更
と
時
間

短
縮
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
が
、「
組
合
役
員

と
し
て
大
事
な
こ
と
を
再
認
識
す
る
場
と

な
っ
た
」「
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
」
と
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
短
い
時
間
で
も

充
実
し
た
討
論
が
で
き
た
よ
う
だ
っ
た
。

仲
間
づ
く
り

　

金
属
労
協
傘
下
の
労
働
組
合
か
ら
参
加

し
て
い
る
受
講
生
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

10
月
28
日（
土
）
ー
閉
校
式

　

閉
校
式
で
は
冒
頭
、
式
辞
と
し
て
香
川

孝
三
校
長
（
神
戸
大
学
名
誉
教
授
）
が
「
２

週
間
半
の
ゼ
ミ
等
を
通
じ
て
学
ん
だ
見
識

と
合
宿
研
修
で
培
っ
た
人
間
関
係
を
大
切

に
し
て
、
50
周
年
の
時
に
ま
た
全
員
で
再

会
し
た
い
。
こ
こ
で
得
た
も
の
を
ベ
ー
ス
に

将
来
の
日
本
労
働
運
動
を
支
え
る
人
材
と

な
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
激

励
し
、
35
名
全
員
に
修
了
証
書
を
授
与
し

た
。
そ
の
後
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
担
当
講
師
の

石
田
副
校
長
（
同
志
社
大
学
教
授
）、
中
田

運
営
委
員
（
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
）、

上
田
運
営
委
員
（
同
志
社
大
学
教
授
）
が

挨
拶
に
立
ち
、
修
了
生
を
激
励
し
た
。
受

講
生
代
表
と
し
て
の
答
辞
で
は
、
小
倉
英

明
級
長
（
ダ
イ
ハ
ツ
労
組
中
央
執
行
委
員
）

が
14
日
間
の
思
い
出
と
今
後
の
決
意
を
表

明
し
た
。
最
後
に
「
卒
業
の
歌
」
を
全
員

で
合
唱
し
、
閉
校
式
を
終
了
し
た
。

49
年
間
の
歴
史
と
目
指
す
も
の

　

第
２
回
コ
ー
ス
の
閉
校
式
で
故
竹
中
正

夫
初
代
校
長
が
「
こ
れ
か
ら
の
労
働
組
合

は
、
労
働
者
の
全
人
格
的
成
長
を
め
ざ
す

必
要
が
あ
る
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
が
ま
さ
し
く
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

コ
ー
ス
の
教
育
方
針
「
４
本
の
柱
に
も
と

づ
き
全
人
格
的
教
育
を
め
ざ
す
」
に
も
繋

が
っ
て
い
る
。
４
本
の
柱
と
は
、「
縦

－

自

分
の
立
つ
歴
史
的
背
景
」「
点

－

自
分
の
立

っ
て
い
る
場
」「
横

－

自
分
の
住
む
世
界
の

ひ
ろ
が
り
」「
深

－

自
分
の
生
き
る
基
礎
」

の
４
つ
の
視
点
に
つ
い
て
学
ぶ
と
い
う
こ
の

コ
ー
ス
の
基
本
概
念
で
あ
る
。
こ
の
教
育

方
針
、
基
本
概
念
を
49
年
間
常
に
念
頭
に

置
き
、
し
か
し
時
に
は
時
代
の
変
化
に
合

わ
せ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
変
更
を
加
え
て

き
た
。
現
在
、
様
々
な
変
革
の
ス
ピ
ー
ド

が
増
し
、
社
会
人
教
育
で
も
す
ぐ
に
仕
事

に
役
立
つ
も
の
、
い
わ
ゆ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
も
の

が
好
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る
な
か
、
労
働
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
逆
行
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
コ
ー
ス
の
周
年
記
念
誌

を
見
る
と
、「
コ
ー
ス
の
目
指
す
べ
き
１
番

目
は
、
主
体
的
・
応
答
的
な
人
間
を
つ
く

る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
す
ぐ
解
決
を
与
え

朝のラジオ体操の後、「あと残り１日、ガンバロー」

35名全員が無事修了。全員で卒業の記念写真



39   JCM   2018 Spring

TOPICS

　今回は 35 名の受講生が参加し、無事修了しま
した。これで1692名が修了したことになります。
次回の50回には1700名を超えることになります。
例年通り、受講生の積極的なセミナーへの参加に

よってスムーズな運営がなされたことに感謝いたします。
　最近は政府の主導によって賃上げ率が決められたり、働き方改革と称し
て法規制を強化したり緩和したりされています。本来ならば労使の話し合
い（団体交渉）によって処理していくべき労使間の問題が、法律によって
一律に決められる傾向になってきています。上から法律によって網をかぶ
せる方が効率よいのかしれませんが、それだけで問題は解決しません。下
から話し合いで積み上げる方法は時間がかかるかしれませんが、下からの
積み上げをなくすことはできません。この下から積み上げる人材を養成す
るのが労働リーダーシップコースの狙いです。
　今回もリーダーとなる素質を持った受講生が講義、ゼミ、発表会、レク
リエーション、討論会、交流会でその素質を発揮してもらいました。これか
ら日頃の職場での問題解決にその素質を生かして努力してもらいたいと期
待しています。

第49回労働リーダーシップコースを終えて

実行委員会

　各ゼミナールから班長、副班長
を各１名互選し、計 10 名で実行委
員会を編成する。実行委員会の中
から１名級長を互選する。コースは
受講生の主体的な運営を基本とし、
実行委員会がその中心となる。
第49回コースの実行委員会メンバ
ーは以下のとおり。

る
も
の
を
丸
暗
記
す
る
教
育
で
は
な
く
、

か
な
り
多
角
的
に
自
分
自
身
で
考
え
る
、

一
緒
に
問
題
解
決
し
て
い
く
人
間
を
つ
く

る
こ
と
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な
方

面
か
ら
学
習
し
、
自
分
自
身
で
考
え
る
力
、

血
と
な
り
肉
と
な
る
知
識
を
学
ぶ
場
を
作

る
、
こ
れ
が
49
年
前
に
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
コ
ー
ス
を
開
校
し
た
諸
先
輩
方
の
理

念
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
先
に
記
し
た
よ
う

に
、
当
然
時
代
と
共
に
内
容
を
見
直
す
べ

き
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
コ
ー
ス
が
目
指

す
べ
き
姿
、
教
育
方
針
、
理
念
は
こ
れ
か

ら
も
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。

い
よ
い
よ
次
回
、
第
50
回

　

第
49
回
を
終
了
し
、
労
働
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
コ
ー
ス
（
旧
西
日
本
コ
ー
ス
）
の
修
了

生
は
、
通
算
１
６
９
２
名
と
な
り
、
旧
東

日
本
コ
ー
ス
（
第
１
～
40
回
）
の
９
３
９

名
と
合
わ
せ
て
、
２
６
３
１
名
と
な
っ
た
。

　

次
回
、
記
念
す
べ
き
第
50
回
は
２
０
１ 

８
年
10
月
11
日
（
木
）
～
27
日（
土
）の
日

程
で
開
催
す
る
。
第
48
回
か
ら
始
め
た
三

役
と
の
特
別
討
論
会
「
三
役
と
語
ろ
う
」

も
大
好
評
で
あ
る
こ
と
か
ら
引
き
続
き
実

施
す
る
な
ど
、
座
学
だ
け
で
は
な
く
受
講

生
が
た
く
さ
ん
の
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
れ
る

よ
う
、
大
い
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
き

る
環
境
づ
く
り
な
ど
工
夫
し
た
い
。
ま
た
、

広
く
コ
ー
ス
の
趣
旨
、
合
宿
研
修
の
魅
力

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
も
継
続
し
て
い
く
。
さ
ら
に
開
設
50

周
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
周
年
記
念
行

事
の
検
討
も
行
っ
て
い
く
。

全体ミーティングで選出された実行委員

級長／小倉英明（ダイハツ労組）
副級長／新田幸弘（パナソニックエコソリューションズ労組西日本営業支部）、
岡　悠司（全本田労連）、石井秀一（日本電気労組）、横堀慎一（パナホーム労組）
実行委員／中西健仁（全労済愛知推進本部）、山根浩二（マツダ労組）、大岡彩子 
（パナホーム労組）、角野友則（パナソニックコネクティッドソリューションズ
労組）、宮端整吾（本田技研労組鈴鹿支部）

労働リーダーシップコース校長
神戸大学・大阪女学院大学名誉教授

香川 孝三（かがわ・こうぞう）


